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年 頭 挨 拶 

 

日本綿スフ織物工業連合会 

会 長  平 松 誠 治 

 

             令和６年を迎え、謹んで新春のお慶びを申し上げます。 

 

日常生活が漸く戻り、希望を持って新年を迎えることができました。

自粛生活は生命や私たちの未来についてより深く考える機会となり、

アフターコロナの日常は持続可能な社会の実現を反映した生活様式

になろうとしています。 

 

綿スフ織物業も持続可能な産業として生き残るための模索が続いています。 

 

 

「年頭挨拶」平松誠治（日本綿スフ織物工業連合会長）／「年頭所感」田上博道

（経済産業省製造産業局生活製品課長）／綿工連産地の展示会開催・出展予

定／繊産連常任委員会開催／繊産連「繊維産業における物流の適正化・生産

性向上に向けた自主行動計画」公表／中企庁「労務費の適切な転嫁のための

価格交渉に関する指針」、「取引適正化・価格転嫁促進に向けた取組」について

の説明動画公開／中小機構「人手不足相談窓口」新設／経産省、電気・ガス価

格激変緩和対策事業の延長／セーフティーネット保証対象業種に継続指定／

主な補助金・助成金の申請スケジュール／令和６年度（２０２４年度）予算案閣議

決定／令和６年度（２０２４年度）税制改正大綱閣議決定／日本の EPA・FTA 等

の現状／綿工連産地・企業の新聞記事一覧（２０２３年１２月）／特許公開情報 
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昨年の最大の課題はコスト高への対応でした。一昨年に始まった原材料高、エネルギー

高は昨年も下がることなく、非常に厳しい経営が続いています。本会傘下の企業の多くは取

引先企業にご理解いただき、生地や織布工賃の価格改定を実施していただいておりますが、

未だ採算的に厳しい状況にあることに変わりありません。私たちは品質と納期をきちんと

守った上でのコスト対策に最大限の努力を続けながら、適正な対価を主張していくことが重

要と考えます。企業存続の一番の課題である後継者問題や若い人材の確保は適正価格の

取引なくして達成は不可能です。 

 

昨年１１月には外国人技能実習制度に代わる新制度の方向性が示されました。綿工連で

は、日本繊維産業連盟と連携し、現在の技能実習制度の職種等を確実に引き継ぐことと、

特定技能制度へ繊維分野を追加頂けるよう各方面へ要望しています。昨年９月、日本繊維

産業連盟が主導した「繊維産業における責任ある企業行動実施宣言」には本会傘下の５０

社が宣言いたしました。 

 

本会の事業としては、今年度も一般財団法人での助成金事業を継続して実施します。 

２０１９年度から申請書類の簡素化等を図った結果、年々申請件数が増え、申請は５０社を

超えました。従来の生産性向上のための設備投資や展示会出展、新商品開発のほか、ここ

数年はデジタル関連やサステナブルの案件も増えてきました。引き続き、前向きな仲間を応

援してまいります。 

 

産地間交流と企業間交流も再開しました。次世代を担う綿工連綿’ｓ倶楽部（旧青年部）

が毎年開催する全国交流会は昨年第５７回を迎えました。ここ数年は２０代、３０代の後継者

の参加者が増えています。産地間連携事業では昨年度から産地組合のみならず、産地を

超えたグループも対象としています。若いメンバーが将来の夢を描けるよう支援を続けてま

いります。 

 

１１回目となる「綿織物産地素材展」も３月開催に向けて、現在出展者を募集しています。 

 

取り組む課題は山積していますが、綿スフ織物業が持続可能な産業として成り立ち、次

世代に継承していくことが私たちの最大のテーマであり、願いであることは変わりありません。

本年も若い年代に選んでもらえるような工場の環境整備や待遇改善に、綿工連と産地組合

が一体となり取り組む所存です。 

 

令和６年元旦 
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年 頭 所 感 

 

経 済 産 業 省 

製造産業局生活製品課長 

                                                 田 上 博 道 

 

令和六年の年頭にあたり、謹んで新春のお慶び申し上げます。 

 

令和５年は、コロナ禍以降も続く人手不足やそれに伴う生産能力の低下、後継者や十分

な人手が確保できず、廃業に追い込まれる企業も見られるなど、繊維産業のサプライチェー

ンの弱体化や原油・原材料価格の高騰・円安の影響等により、繊維産業にとって依然として

厳しい年となりました。 

他方で、ＩＴやＤＸを活用した生産性の向上、下請取引の適正化や海外を含めた新たな

販路の開拓などにより、収益が改善した繊維企業も存在しています。 

我が国の繊維産業は、これまで厳しい国際競争で培われてきた技術力、繊細さや

表現力により、私達の日々の暮らしの質をよりよくし、生活文化の発展に貢献する

ことができる産業です。日本の繊維企業の宝である職人の卓越した技術、芸術性、創造

性は、世界からも高く評価され、革新的な製品を生み出す力として期待されています。令和

６年は、繊維・アパレル業界にとって、生き残りを賭けた正念場の年になると考えています。

我が国の繊維産業が創造する素晴らしい価値を更に高め、次世代に引き継いでいくため、

業界が一丸となって解決すべき課題に立ち向かえるように、経済産業省としても、今後、以

下の繊維産業政策を産学官の力を結集して推進してまいります。 

第一に、サステナビリティへの対応です。人手不足への対応を進める一方で、企業の経

営力向上も重要な課題です。欧州等の一部のアパレル企業では、既に先行的に人権や環

境に配慮した製品作りを打ち出しており、国際社会においてサステナビリティ確保に向けた

法整備や対応等が進展する中、今後、我が国の繊維企業がグローバルに産業競争力を維

持・強化していくためには、企業による環境配慮や人権尊重に向けた取組が不可欠となっ

ています。昨年１１月より、産業構造審議会製造産業分科会繊維産業小委員会を約１年半

ぶりに再開し、今後は、「環境配慮設計ガイドライン」の策定や繊維リサイクルに関する技術

開発支援等だけでなく、店頭等で回収した衣料品や売れ残った衣料品に関する消費者へ

の情報開示、グリーンウォッシュ対策、衣料品に関する供給量の適正化等について、欧州

等の動向を踏まえながら、繊維製品における資源循環システムの構築に向けた制度整備を

進めてまいります。 

第二に、取引適正化・労働環境の更なる整備です。 

ロシアによるウクライナ侵攻等によるエネルギーや原材料価格の高騰等により、製造コスト
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は上昇しているにも関わらず、価格転嫁が十分にできていない繊維企業も多く存在していま

す。今後、国内の繊維企業における人手確保のためにも賃上げは重要であり、繊維産業の

サプライチェーンの各工程における賃上げの原資確保のためにも、適正な取引、適正な利

潤の確保が重要です。 

さらに、繊維産業は、多くの外国人技能実習生を受け入れていますが、残念ながら労働

関係法規などの違反事例が依然として報告されています。 

繊維産業における人権配慮・労働環境の適正化に向け、「繊維産業における企業行動

ガイドライン」と「責任ある企業行動実施宣言」、「パートナーシップ構築宣言」の徹底に全力

で取り組んでまいります。皆様におかれても、自社のサプライチェーンに問題がないか、今

一度点検していただき、サプライチェーン全体での法令遵守、適正な価格転嫁の取組が一

層進むことを期待します。 

また、賃上げ促進税制の減税措置の強化を検討するほか、人手不足に悩む中小企業等

の売上拡大や生産性向上を後押しするため、令和５年度補正予算においてカタログから汎

用製品を選んで行うような簡易なプロセスによる省力化投資への支援や、ものづくり補助金

等による生産設備の自動化等の支援策を用意していますので、是非とも御活用下さい。 

第三に、サプライチェーンの再構築・強靱化です。 

コロナ禍を経て回復基調となっているものの、深刻な人手不足や、エネルギー・原材料価

格の高騰によるコストアップ等により、国内繊維産業のサプライチェーンは、一部で維持が

難しい状況です。繊維産地におけるサプライチェーンの再構築・強靱化のため、令和５年度

補正予算において中堅・中小企業が工場等の拠点を新設する場合や大規模な設備投資を

行う場合の支援措置が創設されました。地方自治体や地域の繊維組合等と連携して、地域

の実情に合わせた支援に取り組んでまいります。 

繊維産業は、女性が多く働いている産業であるにもかかわらず、繊維企業の役員や管理

監督者には女性が少ないといった現状があります。繊維企業が仕事と子育ての両立支援や

女性活躍の取組を進めて、「くるみん」・「えるぼし」認定を取得することは、学生をはじめとし

た全国各地の求職者等に対するＰＲに繋がります。経済産業省としても、「くるみん」・「える

ぼし」認定制度の一層の周知と取得促進に努めてまいります。 

また、エネルギー価格高騰への対応については、電気・ガス価格激変緩和対策事業の

継続や、重点地方交付金の積み増しによる地方の実情に合わせたエネルギー価格高騰対

策支援を引き続き行ってまいります。 

第四に、デジタル化の推進です。繊維企業の生産性向上だけでなく、経営層の働き方改

革にもつながります。まずは、必要最低限のＩＴ化として、繊維企業における出退勤管理の

電子化を進めていただくとともに、将来的には、海外市場獲得を想定して産地全体でのＤＸ

対応を図ることができるよう、ＩＴ導入補助金や事業再構築補助金等をご活用いただき、個

社や地域全体でのＤＸを推進してまいります。 

第五に、海外市場への積極的な参入です。日本貿易振興機構（ジェトロ）や中小企業基
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盤整備機構（中小機構）が一体となり、全国の商工会・商工会議所等と連携し、新たに輸出

に挑戦する中堅・中小企業庁を支援する「新規輸出 １万者支援プログラム」を開始していま

す。今後も皆様に対し情報提供や活用可能なツールの紹介を行うとともに、通商交渉・二国

間協力等を通じた環境整備に引き続き取り組むなど、海外市場開拓を支援してまいります。 

 

経済産業省としては、繊維産業の皆様と密に意見交換を図りながら、これまでに述べたよ

うな様々な施策を総動員し、創意工夫をもって前向きかつ意欲的に取り組む事業者の皆様

方を応援してまいります。皆様の一層の御理解・御支援を賜りますようお願い申し上げます。 

最後に、日本綿スフ織物工業連合会始め、我が国の繊維産業が大きな変革の時代を乗

り越え、龍のごとく飛躍する一年になることを祈念して、新年の挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ジャパン・コットン・マーク”は 
優れた国産綿素材製品の証明です 

 

国産綿素材の優れた品質をアピールして需要振興を

図るため、国内で製造した綿素材の織物を使用した

繊維製品に対してジャパン・コットン・マークの表示を

推進しております。 
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●綿工連産地の展示会開催・出展予定 

ａ） 高島織物工業協同組合 「第３８回ビワタカシマ春夏素材展２０２５」 

２０２４年１月１８日（木）～１９日（金）、綿業会館（大阪） 

  川島織布、駒田織布、坂尾織物、杉岡織布、高麻、本庄織布、マスダ、 
高島晒協業組合 
 

ｂ) 「ミラノウニカ（ＭＵ）２５年春夏 日本パビリオン」  

１月３０日（火）～２月１日（木）、Ｒｈｏ Ｆｉｅｒａｍｉｌａｎｏ （ロー・フィエラ・ミラノ） 

 篠原テキスタイル「フクヤマデニム」内 

 
ｃ） 「第９７回東京インターナショナルギフト・ショー春２０２４」 「第１５回ＬＩＦＥ×ＤＥＳＩＧＮ」  

２月６日（火）～８日（木）、東京ビッグサイト 

 杉浦テキスタイル・辻村染織「遠州織物」，丸山繊維産業（奈良）、平山繊維「堺市産業

振興センター」内、遠孫織布・小円織布・貢織布<織馬鹿>「播州織（西脇商工会議所）」

内、ミツノブ「久留米地場産」内 

  

ｄ） 「プルミエール・ヴィジョン（ＰＶ）パリ２５年春夏」 

  ２月６日（火）～２月８日（木）、Ｐａｒｉｓ－Ｎｏｒｄ－Ｖｉｌｌｅｐｉｎｔｅ（パリ・ノールヴィルパント見本市会場） 

 古橋織布（遠州）、植山テキスタイル（播州）、桑村繊維（播州）、クロキ（備中）、 

日本綿布（備中） 

 

ｅ） 遠州織物コレクション２０２４ 

２月１５日（木）～１６日（金）、カイタックインターナショナル（東京・中目黒） 

榛地織物、ケイテキスタイル、高田織布工場、辻村染織、ＨＦＰ（浜松ファブリックパフォー

マーズ） 

 

●繊産連常任委員会開催 

２０２３年１２月１４日（木）、日本繊維産業連盟の常任委員会が東京・日本橋で開催され、

当会より平松会長と金澤専務が出席した。 

当日は経済産業省製造産業局から伊吹局長、田上生活製品課長、商務・サービスグルー

プから俣野ファッション政策室長ほかの出席があった。鎌原繊産連会長と伊吹局長の挨拶

の後、１月１８日（木）の総会に提出される議題について諮られ、了承された。 

常任委員会終了後、技能実習適正化推進委員会・取引適正化推進委員会が開催され、

各団体の取り組み状況等について報告された。 
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●繊産連「繊維産業における物流の適正化・生産性向上に向けた自主行動計画」公表 

日本繊維産業連盟は２０２４年４月からトラックドライバーの時間外労働時間の上限規制

等が適用されることにより物流の停滞が懸念される「物流２０２４年問題」への対策として、

「繊維産業における物流の適正化・生産性向上に向けた自主行動計画」を策定し、１２月２２

日に公表した。 

本自主行動計画は、昨年６月に経産省、農水省、国交省の連盟で策定・公表された「物

流の適正化・生産性向上に向けた荷主事業者・物流事業者の取組に関するガイドライン」に

基づく取り組みを進めるため、発荷主事業者及び着荷主事業者双方の視点からトラックドラ

イバーの長時間労働の改善、また輸送力不足を招くことのないよう策定されたもの。 

繊産連に加盟する団体に所属する事業者においては、各社の実情に相応し、かつ各社

のごとの実現手法により、これまで以上に物流の適正化・生産性向上を図るべく、本計画に

掲げた項目について取り組みを進めていくこととする。 

〇繊維産業における物流の適正化・生産性向上に向けた自主行動計画   

 

●中企庁「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」、「取引適正化・価

格転嫁促進に向けた取組」についての説明動画公開 

中小企業庁は、１１月２９日に内閣官房・公正取引委員会により策定・公表された「労務費

の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」（本誌２０２３年１２月号掲載）について説明

動画を公開した。ＹｏｕＴｕｂｅで視聴できる。同時に１２月下旬から１月中旬にかけて、全国の

経営者、管理者、調達担当者等を対象とする全国ブロック説明会を開催する（１２月２８日、

定員超過により申込締切済）。 

〇動画「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」   

なお、動画内で提示された「価格交渉の申込み様式(例)」のフォーマットは下記より

ダウンロードできる。                   

〇コスト費目別価格交渉フォーマット          

 

●中小機構「人手不足相談窓口」新設 

中小企業基盤整備機構は中小企業の人手不足の深刻化、長期化に対応するための相

談体制を強化するべく、２０２４年１月より「人手不足相談窓口」を新設する。中小企業から支

援ニーズの高い、相談窓口の開設、補助金制度、情報提供等に対応する支援体制を順次

強化していく。 

全国９ヶ所の地域本部に中小企業の人手不足支援に精通した専門家を配置して相談体

制を増強、自社からでも相談可能なオンライン相談窓口も新設する。また、４月からはＩＴ導

入（省力化）に関する対面型オンライン相談（ＩＴサポートセンター）を全地域本部に拡充する。 

なお、「中小企業における人材採用のポイント」をテーマとしたオンライン研修（第１回）を 
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３月７日に開催、近日申込受付を開始する予定。 

各支援の申込は下記サイトから手続きのこと。 

〇人手不足対面相談(地域本部)  人手不足オンライン相談  ＩＴサポートセンター 
 

       

                                 

                   
●経産省、電気・ガス価格激変緩和対策事業の延長  

１２月１３日、経済産業省は、２０２３年１月から実施している電気・都市ガスの小売事業者

などを通じて料金の値引きを行う「電気・ガス価格激変緩和対策」について、現在の措置を 

２０２４年４月の使用分まで講じ、５月の使用分については激変緩和の幅を縮小することを決

定した。昨年１１月２日に閣議決定された「デフレ完全脱却のための総合経済対策」に基づ

くもの。 

 

適用期間（使用月）＊ 電気（高圧） 電気（低圧） 都市ガス 

２０２４年１月～４月 １.８円 ３.５円 １５円 

２０２４年５月 ０.９円 １.８円 ７.５円 
＊検針は翌月 

  

●セーフティーネット保証対象業種に継続指定 

１２月１５日、経済産業省は「綿スフ織物業」を２０２４年１月１日～３月３１日までセーフティ 

ネット保証５号の対象業種に継続指定した。 

 

●主な補助金・助成金の申請スケジュール 

ａ）事業再構築補助金                                      

第１１回公募は１０月６日に終了、第１２回公募は未定（２０２３年１２月末現在）   

        

ｂ） ものづくり補助金 

１７次公募開始： ２０２３年１２月２７日（水）１７時 

    申請開始： ２０２４年 ２月１３日(火) １７時 

    申請締切：       ３月 １日(金) １７時 

 

ｃ） 小規模事業者持続化補助金  

    第１４回受付締切分は２０２３年１２月１２日に終了、第１５回は準備中（１２月末現在）  
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商工会連合会地区             ブラボ商工会議所地区    

  
   
ｄ） ＩＴ導入補助金 

１．通常枠  

１０次締切分： ２０２４年１月２９日（月）１７時                   ＱＲ共通           

 

２. ＩＴ導入補助金（セキュリティ対策推進枠）    

１０次締切分： ２０２４年１月２９日（月）１７時 

 

３. ＩＴ導入補助金（デジタル化基盤導入枠・デジタル化基盤導入類型）  

１６次締切分： ２０２４年１月１５日（月）１７時 

１７次締切分： ２０２４年１月２９日（月）１７時 

 

４. ＩＴ導入補助金（デジタル化基盤導入枠・商流一括インボイス対応類型）  

７次締切分： ２０２４年１月２９日（月）１７時 

 

５. ＩＴ導入補助金（デジタル化基盤導入枠・複数社連携ＩＴ導入類型）     

５次締切分： ２０２４年１月２９日（月）１７時 

 

ｅ） 省エネルギー投資促進支援事業費補助金（©指定設備導入事業等）            

      ２次公募は２０２３年６月３０日（金）に終了、予算を超える申請により３次公募の予定なし 

 

ｆ） 事業承継・引継ぎ補助金 

第７回公募は２０２３年１１月１７日に終了、第８回公募は１２月２６日以降実施予定                    

           

ｇ） 雇用調整助成金                                           

２０２４年１月から雇用調整助成金の支給額算定方法が改定となる。                                                

   

〇雇用調整助成金ガイドブック（令和５年９月２９日現在版）             

 

●令和６年度（２０２４年度）予算案閣議決定 

昨年１２月２２日、令和６年度当初予算案が閣議決定された。経済産業省が計上した予算

額は１兆９,０７２億円（令和５年度当初比２,１７６億円増）。このうち、中小企業対策費は１,０８２

億円。中小企業対策費は、昨年１１月、令和５年度補正予算で５,４２０億円を計上済みで、
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総額６,５０２億円となり、（１）物価高、人手不足等の厳しい経営環境への対応、（２）環境変

化に挑戦する中小企業・小規模事業者等の成長支援、（３）事業承継、再編に通じた変革

の推進、（４）伴走支援・経営支援の推進、（５）社会課題解決をはじめとした地域における取

組への支援等に充てられる。 

〇中小企業・小規模事業者・地域経済関係予算案等のポイント（令和５年度補正・令和６年度当初予算案） 
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〇経済産業省関係令和５年度補正予算・令和６年度当初予算の概要 
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●令和６年度（２０２４年度）税制改正大綱閣議決定 

１２月２２日、令和６年度の税制改正の方針をまとめた「税制改正大綱」が閣議決定された。 

（１）国内投資の促進と構造的・持続的賃上げの実現、（２）地域経済を支える中堅企業の活

性化と中小・小規模事業者の事業承継・成長支援等、（３）スタートアップ・エコシステムの更

なる強化、（４）経済のデジタル化・グローバル化に対応した事業環境の整備、（５）ＧＸの実

現に向けた、強靭なサプライチェーンの構築等において改正を行う。 

〇経済産業関係 令和６年度（２０２４年度）税制改正のポイント（抜粋） 
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〇令和６年度（２０２４年度）経済産業関係税制改正について   
 

●日本の EPA・FTA 等の現状  

ＥＰＡ等交渉の状況（２０２３年７月現在）  

１． 発効済み・署名済み → ２１ 

シンガポール、メキシコ、マレーシア、チリ、タイ、インドネシア、ブルネイ、ASEAN、フィリ

ピン、スイス、ベトナム、インド、ペルー、豪州、モンゴル、ＣＰＴＰＰ、EU、米国、英国、 

RCEP（発効済）、TPP１２（署名済） 
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２．交渉中 → ３ 

トルコ、コロンビア、日中韓 

 

３．その他（交渉中断中） → ３ 

GCC、韓国、カナダ （GCC は２０２４年の交渉再開に合意） 

 

（注１）ＴＰＰ１２（環太平洋パートナーシップ協定）：  

カナダ、豪州、シンガポール、チリ、日本、ニュージーランド、ブルネイ、米国、ベトナ 

ム、ペルー、マレーシア、メキシコの計１２か国が交渉に参加。 

 

（注２） ＣＰＴＰＰ（包括的及び先進的な環太平洋パートナーシップ協定）： 

カナダ、豪州、シンガポール、チリ、日本、ニュージーランド、ブルネイ、ベトナム、ペ

ルー、マレーシア、メキシコの計１１か国が交渉に参加。現時点（２０２３年７月）におけ

る締約国は、日本以外にシンガポール、豪州、ニュージーランド、カナダ、メキシコ、

ベトナム、ペルー、マレーシア、チリ、ブルネイ。 

 

（注３） ＲＣＥＰ（地域的な包括的経済連携）： 

ＡＳＥＡＮ１０か国（インドネシア、カンボジア、シンガポール、タイ、フィリピン、ブルネ

イ、ベトナム、インドネシア、マレーシア、ミャンマー、ラオス）、日本、中国、韓国、豪

州、ニュージーランドの計１５か国が交渉に参加。現時点（２０２３年７月）における締

約国は、日本以外にブルネイ、カンボジア、インドネシア、ラオス、マレーシア、フィリ

ピン、シンガポール、タイ、ベトナム、中国、韓国、豪州及びニュージーランド。 

〇経済連携協定等適用国・地域一覧                                                    

                                （出典：税関ウェブサイト） 

●綿工連産地・企業の新聞記事一覧 （２０２３年１２月）   

  

 繊維ニュース  

１２月 ４日  タカヤ商事（備中） 「ＲＮＡ」２４春 ２０００年代をミックス 各ブランドで“軽さ”強調 

１２月 ４日  『きいボード』 海とデニムがマッチ ディスカバーリンクせとうちがファッションショー  

１２月 ５日  『特集 環境』 若い世代の意識が変わる レンチング リフィブラテクノロジー拡大 カイ

ハラ（広島）とパートナーシップ／エシカルＦＣ ループラス＋倉敷染デニム（岡山）を認定 

１２月 ６日  カイハラ（広島）製ダウンジャケット販売 フクヤマモノショップ 

１２月 ７日  高島産地 撚糸も捺染もスペース不足 内製化の動き活発 

１２月 ７日  おもてなしセレクション 玉木新雌（播州）など受賞 繊維企業も多数選出 
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１２月 ８日  「遠州織物×久留米木の棚田プロジェクト」 綿繰りで福祉と協業 

１２月１２日  倉敷帆布（岡山） 工場の日常収めた写真集販売 

１２月１２日  広島県福山市 デニム商談会開く 海外販路開拓の足掛かりに 

１２月１３日  広島県福山市 職員がデニム着用で業務 １１月１日「いい藍の日」定める 

１２月１４日  ２月のＰＶパリ２５春夏 日本から４６社出展 新規は６社 古橋織布（遠州・初）、植山テキスタ

イル<ＭＡＲＵWA>（播州）、桑村繊維（播州）、クロキ（備中）、日本綿布（備中） 

１２月１４日  デニムＰＶ 来場者数１５％増 日本からはクロキ（備中）など出展 

１２月１４日  リクロー（ディスカバーリンクせとうち） 産地完結デニム製ワークウェア 工場見学やリペアも提供 

１２月１９日  『ＬＩＶＩＮＧ-ＢＩＺ』 上島織布工場（奈良） 糸・織から意匠性追求 ふきん地にも力 

１２月２０日  たまゆら 万博ユニフォーム着々と 滋賀県高島市でヨシ狩り 

１２月２０日  丸進工業（岡山） 今期は増産めざす 高付加価値生地の開発も推進 

１２月２１日  『往来』 三州織物工協組 加藤哲理事長 生産者を大切にしなければいけない 

１２月２１日  大阪綿織物産地 受注堅調も不透明感強く 分野や取引先で優劣 

１２月２１日  三備ユニフォームフェア 暑熱対策など新商品披露 タカヤ商事（備中） １月１６～１９日 福山ビッグローズ 

１２月２５日  ジェトロ岡山・広島 パリでデニム商談会 三備産地から１２社出展 

１２月２５日  播州織生産数量 １１月は２０.１％減 月次減少幅は今年最大 

１２月２８日  アンカーホテル福山 “船の乗組員”イメージの新制服 篠原テキスタイルの生地採用 

１２月２８日  『きいボード』 デニムのイトグチ 今年の取り組みを写真の冊子に 

１２月２８日  『回顧２０２３年』 綿織物産地 東海＝衣料品と資材で明暗 播州＝減少続くも一部で光 大

阪＝受注は総じて堅調 

繊 研 新 聞 

１２月 １日  地元で播州織フェア 北播磨地場産業開発機構 

１２月 １日  玉木新雌（播州）×セイショク（岡山） アップサイクル素材「ニューノス」で協業 柔らか手触り実現 

１２月 ４日  兵庫の産地間連携が成果 神戸ファッション協会 播州織×豊岡鞄、神戸スイーツ×播州織など 

１２月 ５日  タカヤ商事（備中）「カフェッティ」２４年春夏 シルエット、カラー、デザイン変化 

１２月 ８日  玉木新雌（播州） おもてなしセレクション金賞受賞 

１２月１２日  福山市がデニム商談会を開催 海外販路の開拓を目指し１１社が参加 

１２月１３日  浜松市の綿花収穫プロジェクト 障害者支援団体の協力でわた繰り 

１２月１３日  兵庫県 ２３年度「五つ星ひょうご」選定 斎藤商店のランチョンマット＆コースター、玉木新雌の一点物ショールなど 

１２月１３日  タニデジタルラボ アパレルＤＸで市場拡大 岡本テキスタイル（岡山）とも協業 

１２月１４日  来年開催のＰＶパリ２５年春夏 日本から４６社が出展 初参加は６社 古橋織布（遠州・初）、 

植山テキスタイル（播州）、桑村繊維（播州）、クロキ（備中）、日本綿布（備中） 

１２月１５日  デニムＰＶ 来場者が前年同期超え 日本からはクロキ（備中）など出展 

１２月１９日  タカヤ商事（備中）「アズライト」、春夏はトップ充実 「スウィ－トキャメル」と合わせ 

１２月２１日  甲南女子大生が播州織の魅力ＰＲへ オリジナル柄で衣類や小物制作 
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１２月２２日  高島産地 持続可能性と技術訴求 １月に大阪で展示会 

１２月２６日  ディスカバーリンクせとうち 素材、製造を備後にこだわる 修理や産地見学プログラムも付帯

１２月２７日  ジェトロパリでデニム商談会開く 三備の連携アピール 

１２月２７日  『ものづくり最前線』 日本の逸品 セイショク（岡山）「ニューノス」 Ｃ反再利用し独特の表情 

１２月２８日  織田ファッション専門学校 デニムＰＯで産学協同事業 ３Ｄ・ＣＡＤ活用 カイハラ（広島）と始めて１８回目 

●特許公開情報 

２０２３年１２月に公開された織物の製造方法に関する、特許公開情報です。 

特許電子図書館 HP： https://www.j-platpat.inpit.go.jp/   

検索範囲： 4L048, D03D1/00～D03D27/00 

 

 綿工連 ２０２３年（令和５年） 一年の動き  

１月１２日 ………… 繊産連監査委員会（東京・繊維会館） 

１月２４日 ………… 繊産連役員総会（東京プリンスホテル） 

１月３１日 ………… 経産省「ファッション・ビジネス・フォーラム」（東京国際フォーラム） 

２月２８日 ………… 同交会理事会・綿工連正副会長会議（綿業会館） 

３月 ２日 ………… 第１４５回繊維通商問題委員会《オンライン》 

３月１６～１７日 …… 第１０回綿織物産地素材展（綿工連会館１階） 

３月２５日 ………… 綿工連綿’ｓ倶楽部委員会（綿業会館） 

４月 ４日 ………… 繊産連幹事会《オンライン》 

４月２５日 ………… 綿スフ工連／綿工連／同交会監事会（綿工連会館） 

[特許公開情報] （２０２３年１２月公開分） 

＜12 月分＞   

項番 文献番号 出願人 発明の名称 

1 特開 2023-174011 信越化学工業(株) 石英ガラスヤーンパッケージ 

2 特開 2023-174017 信越化学工業(株) ヤーンパッケージ 

3 特開 2023-174023 信越化学工業(株) ほつれ防止ガラスクロス 

4 特開 2023-175500 
帝人フロンティア(株) 

(株)村田製作所 
糸，布および衣服 

5 特開 2023-177800 帝人フロンティア(株) 布帛および繊維製品 

6 特開 2023-179518 
リンテック オブ アメリ

カ インク（米） 
ナノファイバー布帛 

7 特開 2023-183010 信越化学工業(株) シラン処理石英ガラス繊維 

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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５月２４～２５日…… ＪFW-Premium Textile Japan ２０２４Ｓ/Ｓ（東京国際フォーラム） 

５月２６日 ………… 綿スフ工連／綿工連通常総会、同交会理事会・評議員会（綿業会館） 

５月３０日 ………… 第１４６回繊維通商問題委員会《オンライン》 

６月２３日 ………… 第５７回綿工連綿’ｓ倶楽部全国交流会（和歌山） 

６月２６日 ………… 繊産連幹事会《オンライン》 

７月１０日 …………  繊産連常任委員会、技能実習適正化・取引適正化推進委員会 

（東京 ・日本橋） 

７月１９日 ………… 繊産連幹事会《オンライン》 

７月２５日 ………… 繊維産業技能実習事業協議会《オンライン》 

８月 １日 ………… （一社）繊維評価技術協議会「繊維産業における繊維製品の環境配

慮設計に関する標準化調査」第１回調査委員会（東京・八重洲） 

８月 ８日 ………… 第１４７回繊維通商問題委員会 《オンライン》 

８月３０日 ………… 日本繊維産業会議（繊維会館） 

８月３１日 ………… 繊産連幹事会 《オンライン》 

９月 ６日…………    第１１回日中韓繊維産業協力会議（中国・青島） 

９月１２日…………  「日本綿スフ織物工業組合連合会」清算結了総会（綿業会館） 

９月１６日…………  綿工連綿's 倶楽部委員会（大阪） 

１０月１３日…………  綿工連産地組合事務局会（泉州産地） 

１０月１６日…………  経産省「繊維企業経営者トップセミナー」（三田共用会議所） 

１０月３１日～１１月１日……JFW-Premium Textile Japan 2024Ａ/Ｗ、 Japan Creation 2024 

        （東京国際フォーラム） 

１１月１４日…………    第１４８回繊維通商問題委員会《オンライン》 

１１月３０日…………  綿工連／同交会監事会（綿工連会館） 

１２月 ７日…………  繊産連幹事会《オンライン》 

１２月１４日…………  繊産連常任委員会、技能実習適正化・取引適正化推進委員会 

（東京・日本橋） 

１月以降の 行事  

１月１１日 ………… 繊産連監査委員会（東京・繊維会館） 

１月１８日  …………繊産連役員総会・賀詞交歓会（東京・東京プリンスホテル） 

２月２７日 ………… 同交会理事会（大阪・綿業会館） 

３月 ２日 ………… 綿工連綿’ｓ倶楽部委員会（綿業会館） 
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